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特に重要な成果

• Normal outburst時にsuperhumpを検出

→ TTI modelのreformを要請

(PASJ letter submitted)

• 色変化にoutburstの「予兆」を発見

→ disk instability modelのreformを要請

(PASJ in preparation)



矮新星

• 軌道周期およそ１～９時
間の近接連星系。

• 時々outburstを起こす。

• 光度曲線の違いから３種
類に分類。

Kato+ (2004)



TTI model

• Superoutburst は共鳴半径に到達してから。



Superhump period change

• O‐C図は天体ごとに個性が

あり、その全ての挙動を説
明することは不可能。

更なる理解のためには静穏

時の光度曲線について知る
必要があるのでは？

Soejima+2008

Imada+ 2008

Uemura+ 2005



Kepler light curve of dwarf novae

• もはや地上では太刀打ち不能（笑）

Kato et al. (2011)



そもそも何故MITSuMEで観測を始めたか？

• Superoutburst時のsuperhump周期変化の統計的な解析が進
み、基本的な描像が確立してきた(Kato et al.)。

• Keplerによる連続測光観測で過去に例を見ない詳細なデータ
が取得されるようになった。

●「色」という独自性を活かして新たな視点から研究する必要性
●Superhump周期変化の多様性を理解するためには増光時の

観測のみならず、静穏時の観測をする必要あり。

目の前にMITSuMEがあるではないか（笑）！



OAO/MITSuME observations 
of SU UMa

• というわけで手始めにSU UMaを観測

• 2011年12月1日～2012年2月20日まで

• 合計夜数60夜、データ点20000×3

• 極小期でも15等くらいのため、50cmの口径な
ら静穏時の光度曲線がhigh S/Nで取得可能！

（このあと業界騒然の驚きの結果！）



Rc band light curve

• 静穏時中も緩やかに減光

• 「明るい静穏時」の存在

• Failed outburstの検出



Normal outburst中にsuperhumpを発見

●単独のnormal outburst中に観測されたのは史上初
●色‐等級変化が過去の観測例と同じ(e.g., Matsui et al. 2009)
→ superhumpと断定
→ TTI modelのreformを要請



color‐color diagramでoutburstを「予知」



Thermal limit cycleを思い出すと解釈

に苦しむが

Osaki 89
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何故g’ bandだけ？？

暗い静穏時
明るい静穏時＆outburst直前

outburst



まとめ

• MITSuMEで矮新星を観測

• Normal outburst時にsuperhumpを検出

• Outburst直前の「予兆」を検出

• MITSuMEでの矮新星観測は今後も独自性を発
揮して様々な成果が期待できる。

(今あるデータだけでも４‐5本/yearの論文生産可)


